
      

      
                                                

愛媛大学の全学的な取組 

「地域にあって輝く大学」「学生中心の大学」を目指して 

―― 平成１７年度に係る業務実績報告書の要点 ―― 

 

平成 16 年度においては体制の整備を推進し，平成 17 年度においてはその実績を

踏まえ具体的な取組を着実に実施し，実質化を図った。その成果の特徴的事項は，

1)教育改善の組織的取組，2)地域貢献の具体的展開，3)全学一体的な管理運営の強

化が挙げられる。 

 

学長のリーダーシップの下，機動的・戦略的な大学運営 

1．愛媛大学の経営戦略 

○『愛媛大学の理念と目標及び愛媛大学憲章』の制定       （資料１）        

   「地域にあって輝く大学」の実現 

「学生中心の大学作り」に努める 

    「地域・環境・生命」を主題とする教育研究を重点的に推進 

 
○ 愛媛大学の基本方針 
（１）学生中心の大学作り 

学生中心の大学を宣言し，入学から卒業・就職に至るまでの一貫した学

生の教育と生活支援の向上を図ることを追求する。 
（２）厚みのある学術研究体制 

学術研究では，本学の世界的レベルにある先端研究センターを発展させ

るとともに，これらの研究を軸とする複合領域の研究や萌芽的研究を育成

する「デュアルサポート体制」を目指す。 
（３）地域貢献 

地域にある国立大学として，広範な分野において存在感を示す高度な地

域貢献を行う。 
 

２．経営体制の確立・業務運営の効率化 

・教育理念の経営への反映 
事務組織を理事直轄体制に，大学事務局を「大学本部」に 

・学長のリーダーシップを支える組織 
経営政策室：大学運営政策のシンクタンク 

競争的資金獲得戦略：「研究企画戦略チーム」，「教育企画戦略チーム」 
経営情報分析室：大学情報の一元化を目指す 

「教員活動実績データベース」の構築，財務データ分析プロジェクト 
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自己点検評価室：全学の自己点検評価の司令塔 
「教員の総合的業績評価」の実施，機関別認証評価への取組 

 学長室：学長の職務執行を補佐 
学長への意見箱「くるま座ｅ－ねっと」の Web 開設 

・理事主宰のWGの設置による効率的な意思決定 
   教員の役割分担の制度化と処遇を総合的に検討するWG，人事評価に関するWG等 
・事務系業務の改善・合理化推進プロジェクト（前年度の監事監査指摘事項） 

 

３．戦略的な資源配分 

○学長裁量経費の確保（1.7億円）・活用 
・研究開発支援経費（27 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ，1.1億円）・研究成果の評価 
  公開ヒアリング，公開シンポジウム ～ 愛媛生命科学最前線 2005 ～ 
・教育改革促進事業（愛媛大学 GP）（平成 18年度創設） 
・スーパーサイエンス特別コース経費，海外派遣経費 

 

４．戦略的・効果的な人的資源の活用 

○学長裁量定員の確保・活用 
・教育・学生支援機構（２名），総合医学教育センター（１名） 
・知的財産本部（１名），地球深部ダイナミクス研究センター（１名・５年任期） 
・附属学校（３名），附属病院（看護師の常勤化 30名） 

 
○職員の採用・養成方針 
 ・平成 18年度に「新人事評価制度」を試行 
 ・「人事計画委員会」において人事マネジメント方針を検討 
・専門性のある職種（情報・広報）について全国公募を実施 

 

５．財務内容の改善・充実 

・外部資金獲得への取組，応援寄附金の創設           （資料２） 

・病院経営の改善，インセンティブの付与 
  診療科ごとにマニフェスト作成，手術部の運用改善，病床稼働率の増加 
・人件費削減（役員給与・非常勤講師手当の削減，教員定年後の原則 1年間不補充） 
「愛媛大学総人件費の削減計画」 
平成 18年度から平成 21年度までに４％の人件費削減 

教員は３％人件費削減，職員は 42名（人員の９％）削減   
・大学発ベンチャー企業からの未公開株の寄附，「人材育成資金」 （資料３） 
・経費節減のための取組（省エネルギー指導員 123人の配置） 
・資金運用による増収努力 
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６．施設マネジメント等の取組 

・愛媛大学施設・環境整備基本方針（グランドデザイン）の作成           
・樽味団地（農学部）キャンパス・マスタープランの作成 
・本学の主要施策に則った既存施設の有効活用 

生物環境試料バンク，総合医学教育センター，統合医科学講座等の設置 
 ・設備整備に関するマスタープランの作成 
 

７．危機管理への対応 

・危機管理室の設置，副学長（広報・危機管理担当） 
危機管理規程，危機管理対応マニュアルの制定 
安全衛生教育の充実 

・附属学校と愛媛県警察本部との「サポート制度」の協定締結 
 
 

教育研究活動等の進展 

１．教育方法等の改善 

 ・「愛媛大学教育・学生支援機構」の連携強化 

教育開発，英語教育，留学生，学生支援の４センターを統括 

・スーパーサイエンス特別コース 

  特別カリキュラム，英語能力のレベルアップ（語学研修）  （資料４） 

 ・ＦＤ／ＳＤ／ＴＡＤ三位一体型能力開発                （資料５） 

・「教育コーディネーター（教育改革を主導する教員）」の配置 

 ・学業成績判定に関する学生からの申立て制度の導入 

・医学部「地域特別枠自己推薦」制度の導入          （資料６） 

 

２．学生支援の充実 

 ・「就職課」を中心とする全学的就職支援,ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ,ｷｬﾘｱ教育の充実（資料７） 

 ・県内４大学 インターンシップ・プログラムの実施      （資料８） 

・経済支援（授業料の２段階値上げ，授業料・入学金の免除制度の見直し） 

 

３．学生主体による活動 

・大学院生による「スタディ・ヘルプ・デスク」の設置・実施  （資料９） 

 ・学長裁量経費による「学生による調査・研究プロジェクト」の推進 （資料 10） 

 ・スチューデント・キャンパス・ボランティアの活動支援 
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「ピア＠カフェ」（学生による学生支援室）の設置 

「ｉ愛キャンパステレビ」（学生による学生のために学内テレビ）の放送開始 

 

４．研究活動の推進・デュアルサポート 

（１）基盤研究の保証 

・「研究開発支援経費」 

学内公募型競争的資金，学内教育・研究基盤整備，学内 COEの育成 
・若手研究者への支援（萌芽的研究の推進） 

「研究開発支援経費」，「外国派遣制度」の応募資格に年齢制限 

医学部長優秀論文賞，医学系研究科研究奨励賞の創設 

 

（２）国際的研究拠点の形成 

・沿岸環境科学研究センター 生物環境試料バンク（ｽﾍﾟｼﾒﾝﾊﾞﾝｸ）の設置（資料 11） 

・地球深部ダイナミクス研究センター ナノ多結晶ダイヤモンドの合成  （資料 12） 

・無細胞生命科学工学研究センター 

第３回国際シンポジウム「ﾌﾟﾛﾃｲﾝ・ｱｲﾗﾝﾄﾞ・松山(PIM)」の開催 （資料 13） 

 ・愛媛大学コンソーシアム「愛媛プロテオ科学アカデミー」（24 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 

 

５．社会連携・地域貢献，国際交流等の推進 

 ・「社会連携推進機構」の充実 

   地域共同研究センター，地域創成研究センター，知的財産本部を統括 

 ・愛媛県との包括的な連携協定・連携推進会議の開催     （資料 14,15） 

地域防災教育に対する支援，「えひめ防災ブック」の発行 

愛媛県教育委員会との高大連携協力に関する協定 
 ・愛媛県下３市（四国中央市，今治市，宇和島市）との連携協定 

サテライトオフィスの設置                （資料 16） 

 ・防災情報研究センター(平成 18 年４月設置) 

・ネパールの防災研究（アジアの開発途上国支援）       （資料 17） 

 

６．附属病院，附属学校の機能の充実 

・地域医療の中核としての附属病院の取組 
全国立大学附属病院 顧客満足度調査で全国一位      （資料 18） 
低侵襲手術トレーニング施設の設置・実働 
抗加齢センターの開設                  （資料 19） 

・附属学校の取組 
  大学附属化（幼・小・中・高・大の一貫した教育理念）への検討 
農学部附属農業高等学校「目指せスペシャリスト」指定 
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国民や社会に対する説明責任を重視し社会に開かれた大学運営 

１．外部有識者の積極的活用 

・経営協議会からの意見を大学運営に反映 
法文学部教育コースの再編・特別コースの設置，新人事評価制度の試行 

・民間出身の学外専門家の登用（社会連携推進機構長（非常勤理事）） 
・愛媛大学アカデミック・アドバイザー規程の制定（経営政策室参与，相談役） 
 

２．監査機能の充実 

・監事と「監査室」との協働による監事監査，業務監査の実施 
・内部監査，会計内部検査（実施マニュアル作成）の実施 
・平成 16年度の監事監査の指摘事項について平成 17年度に改善 
１）業務の見直し → 事務系業務の改善・合理化推進プロジェクト 
２）事務系職員の人事の基本方針の策定及び評価 → 人事計画委員会 
３）年度計画や教育研究分野の特殊性を考慮した合理的な予算配分 

→教育コーディネーターの活動を促進する「教育改革促進事業」の創設 
 ・平成 17年度の監事監査の指摘事項 
    「既存施設の点検・評価及び有効活用」への取組を開始 
 

３．情報公開の促進  

・広報活動の充実 
・「愛媛大学東京サテライトオフィス」を活用した首都圏への情報発信 
 ・学生による学生のための広報誌「愛 U（ﾗﾌﾞﾕｰ）」，病院広報誌「INVITATION」 
 

４．自己点検・評価 

 ・「自己点検評価室」において愛媛大学の点検項目作成 

・各部局の点検項目内容を評価・分析し，その結果をフィードバック 

・「自己点検評価室」からの全学的な提言 

    大学院教育の在り方に関するＷＧ 

 ・「自己点検評価室」のホームページ開設 

    評価に関する情報を積極的に発信，学内構成員の評価に対する共通認識 

 

５．「教員の総合的業績評価」の本格実施 

・自己評価（教育活動，研究活動，社会的貢献，管理・運営の４領域）（入力率 95.2%） 
・部局個人評価（３年間の自己評価に基づき部局長が平成 19年度に実施） 
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   部局ごとに「部局個人評価」の評価基準と実施方法を策定 
「教員活動実績データベース」の活用 

・評価結果に基づくインセンティブの付与 
給与への反映，表彰制度，サバティカル制度等 

 
 

平成 16 年度に係る業務実績の評価結果に対する改善 

 

国立大学法人評価委員会からの平成 16 年度実績報告に対する指摘事項について

は，学内で評価結果の共有化を図り，学長のリーダーシップの下，担当理事を中心

とした全学体制で検討を行い，改善を図った。 

また，経営協議会において審議するとともに，経営政策室参与（学外専門家）に

評価結果に対する改善策について意見を得た。 

 

１．学生中心の大学作りのために学生の声を反映 

・学生アンケート（入学者，授業改善，卒業予定者）の実施・活用 
・学生と学長の対話，学長への意見箱「くるま座ｅ－ねっと」の設置 
・学生何でも相談窓口（Webと窓口） 
・学生からの要望による修学環境の整備 

学生が自由に使用できるﾊﾟｿｺﾝの整備(847台)，ﾄｲﾚの改修，駐輪場の増設 
 

２．外部資金獲得への取組の改善 

 ・「社会連携推進機構」の機能活用 → 共同研究，受託研究件数，収益の増加 
産業界等からの要望調査，民間企業と大学の研究テーマのマッチング支援 

   井関農機(株)，(株)四国総合研究所，(株)伊予銀行との連携協定 
(独)産業技術総合研究所（四国５大学）との連携協定 

・応援寄附金の創設 

・地域共同研究センターのホームページをリニューアル 

・科学研究費補助金に関する説明会（「研究計画調書作成の手引」の作成） 
 

３．広報体制の強化 

・広報体制の一元化 
   副学長(広報担当)と広報戦略を企画する「広報室」を中心とする機動化 
専任ｽﾀｯﾌ増員，「広報室」・「ｉ愛ｾﾝﾀｰ（ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ）」と各部局の連携強化 

・広報誌 Line 特集「広報活動白書～広報活動の現状と課題～」 
・広報セミナー「学外から見た愛媛大学」の開催（ﾏｽｺﾐ専門家からの分析・評価） 



平成17事業年度に係る業務の実績に関する報告書

資 料 編

平成１８年６月

国立大学法人
愛 媛 大 学
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